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研究の目的、PRポイント
介護業界の人材不足とうたわれ続けて、現場では業務
に追われ、ご入居者と接する機会が減ってきてしまっ
ている。そんな中、ICT を導入し、いかに作業効率を
上げ、ご入居者と関われる時間を見出せないかとい
う目的で取り組んできました。

取り組んだ課題
現在の業務で負担となってしまっていることを見直
し、作業効率を上げる方法とそれを周知し施設全体
で活用をするためにどのようにしたらいいのか。
ICT を頼るところと人間が直接関わるところを意識
し、ご入居者の尊厳を守りながら個別ケア、自立支
援に努めています。

具体的な取り組み
１．	ケース記録の効率化
	 （1）タブレット端末の使い方を周知
	 （2）タブレット端末を活用し 1ケア 1入力
	 （3）いかに簡単に、確実に記録をするか
	 （4）ケース記録による残業時間を削減
２．	現状をより具体的に把握するために
	 （1）伴走支援の導入
	 （2）職員の行動分析
３．	ICT 機器導入で得られた実績
	 （1）A様の起床時間の見直し
	 （2）B様の睡眠状況と介入の見直し

活動の成果と評価
１．	ケース記録にタブレット端末の使用率
	 iPad　10％→ 85％
	 iPod	touch　5％→ 74％　に上昇
２．	ケース記録による残業時間
	 効率化を試みた結果、記録による残業が半減し

た
３．	職員の行動分析結果
	 やるべきことをしっかりできていることがわ

かった反面、思わぬところで手がかかっている
こともわかった。

今後の課題
・	分析した職員の動きに対し、今後どのような ICT
機器を導入することでさらなる効率化を目指せる
か。

・	 ICT を活用しての尊厳の保持、個別ケアの強化、い
かにしてQOLを向上させるか。

参考資料など
・	総務省統計局「高齢者の人口」
・	厚生労働省「介護サービス事業（施設サービス部）に
おける生産性向上ガイドライン

2−7 演題 あなたと向き合うための ICT
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今回の発表施設
またはサービス
の概要

横浜市旭区に平成 22年 4月開所のユニット型施設（本入居	90 名、SS	10 名）。
ユニットケアの手法を活用し、多職種で連携をとりながら、一人一人の尊厳を大切にして個
別ケア、あたりまえの生活を実現するべく取り組んでいます。




